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RIMTEC 株式会社はジシクロペンタジエン

（DCP）を用いた Reaction Injection 

Molding（RIM）成形用配合液の製造・販売

を行っています。DCP はナフサから得られ

る成分の一つで炭素と水素のみで構成され

る化学物質です。DCP を用いた RIM 配合液

は低粘度で高い含浸性を有し、大型製品や

複雑なリブ構造を持つ金型においても良好

に充填・成形できるオレフィン系熱硬化性

樹脂です。DCP 樹脂は原料調達から樹脂材

料の調製、成形、廃棄に至るまでの過程で

排出される二酸化炭素量が他の主な樹脂と

比較して少なく、地球環境にやさしい材料です。  

 

 

新たに開発した TELENE®は DCP 樹脂の特性をさら

に引き出す開発を進めています。近年では特に硬

化剤として使用する触媒開発に注力しており、速

硬化型から一日程度までの可使時間を調整できる

配合技術を開発しました。可使時間を長くするこ

とにより狭い部分への含浸などの作業時間が確保

できるようになりました。多層巻きコイル形状の

ような複雑構造に対しても完全充填により電気部

品の絶縁信頼性向上につながります。 

 

 

― 本号の主な内容 及び ORIC連絡先 ― 
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従来配合 

①新硬化剤による 

遅延効果 

②新硬化剤+配合技術 

による遅延効果 

可使時間コントロールの一例 

 

開発事例１：触媒開発による配合の可使時間コントロール技術 

オレフィン系熱硬化性樹脂の可能性 

mailto:info@oric.ne.jp
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産学連携により多層巻きコイルの

作成から、DCP樹脂で封止、各種電

気特性の評価から断面観察による含

浸性評価を独自で行っており、結果

は電気学会などで発表しています。

含浸後、エナメル被覆との界面に空

隙が発生すると放電の起点となり絶

縁性能が悪化します。RIMTECでは狭

部への充填性と部材との密着性を兼ね備えた配合の開発に取り組んでいます。断

面観察における SEM撮影は岡山県工業技術センターの協力のもと進めており、

ORICからも近いため効率的な開発が行えています。 

 

 

 コイル形状以外にもパワーエレクトロニクス製

品に向けた絶縁用途開発にも取り組んでいます。

特にケースタイプのパワーモジュールでは様々な

部材が組み合わさっている基板を完全含浸し保護

すること、‐４０～２００℃の広い温度範囲で安

定した絶縁性能を発揮するなど過酷環境にさらさ

れても電気部品を保護することが求められます。

RIMTECではコイル向け電気絶縁封止材開発と同

様に産学連携で模擬モジュールを作成し DCP樹脂

で封止、各種電気特性の評価から断面観察による

含浸性評価を独自で行っています。幅広い温度範囲で安定した性能を実現するため、硬化後もゴムの様に柔

軟性を有する樹脂を新たに開発し、用途化を進めています。 

 

 

 絶縁封止材用途にとどまらず、低粘度の特徴を活かし、各種機能性充填剤を高充填することで、放熱性材

料や低比重材料などの機能性を有する樹脂の開発にも取り組んでいます。RIMTECはオレフィン系熱硬化性樹

脂の可能性を広げ、その特徴を活かした用途開発を進め、社会課題の解決に貢献していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社名：  RIMTEC株式会社 

設立：  2003年 8月 1日 

株主：  日本ゼオン株式会社（100％） 

代表者： 中山  高志 

本社：  東京都千代田区丸の内一丁目 6番 2号 

新丸の内センタービル 

事業所： 岡山県倉敷市児島塩生字新浜 2767-22 

事業内容： ジシクロペンタジエン（DCP）を用いた配合液 

および、各種 RIM成形品の製造、販売 
HP：  https://www.rimtec.co.jp/ 
YouTube：  https://www.youtube.com/channel/UC41NyRw2M1xSlwm3-h1Fr3A 

RIMTEC HP 

YouTube 

公式チャンネル 

開発事例 2：多層巻きコイル向け電気絶縁封止材 

開発事例 3：パワーエレクトロニクス製品向け電気絶縁封止材 

①DCP 樹脂で封止 

③解析し開発へ 

フィードバック 

②電気特性測定後 

分解し断面観察 

低粘度のため無加圧で細部まで含浸します 

最後に 
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【ISEKAI 計算－データを渡さずに、セキュアにデータ処理を行わせることを可能に―】 

医療や金融などの分野では、データを安全に活用しながら個人情報を守ることが大きな課題となっていま

す。こうした課題を解決する考え方として、データの利用方法を所有者自身が制御する「情報コントロール

権」が注目されています。この考え方を社会に実装するためには、データに対して許可された処理のみが実

行される仕組みが必要です。当社はそのための計算基盤として、ISEKAI 計算というプラットフォームを開

発しました。 

ISEKAI 計算は、TEE（信頼できる計算環境）上で動作します。この環境では、管理者も含め、誰がいか

なる手段を使っても計算中のデータや処理の内容を盗むことができません。ISEKAI 計算で利用されるデー

タは ISEKAI データサーバーから提供されますが、その際に「どのような処理が許可されるか」といったポ

リシーが付与されます。そして最も重要な点は、元データは ISEKAI 計算の外には一切出ないことです。ユ

ーザーが受け取ることができるのは、ポリシーに従って処理された結果のみです。 

当社では、この ISEKAI 計算を活用し、病院が保有するカルテなどの医療情報を、研究者や製薬企業が利用

可能な仮名加工医療情報へと変換するソリューションの開発を進めています。 

 

このソリューションでは、カルテなどの医療情報に直接アクセスできるのは病院のみに限定されます。研

究者や製薬企業はもちろん、データの加工を行う ISEKAI 計算を運用する当社であっても、元データを閲覧

することはできません。そのため、極めて安全な形で仮名加工を実現できます。 

さらに、ISEKAI 計算が複数の病院のカルテデータベースに同時にアクセスして、それらを一体として加

工することで、従来は困難だった病院間のデータ連携も可能になります。これにより、複数の病院にまたが

るデータであっても同一人物を正しく扱うことが可能となり、より精度の高い分析や研究が期待されます。 
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【ISEKAI Link－外出先からの低遅延のネットワーク接続を可能に－】 

今後、ロボットが普及していくことが見込まれる中で、家庭や会社に設置されたロボットをインター

ネット経由で外出先から操作するためには、なるべく少ない遅延で外出先から直接アクセスできること

が必要となります。しかし、家庭や会社のネットワークは NAT（Network Address Translation）配下

にあり、外出先から直接アクセスできないのが通常です。そこで、家庭や会社の Web カメラやロボット

などに P2P（Peer-To-Peer）で直接接続して低遅延でスムーズに操作することができるようにするサー

ビスとして ISEKAI Link を開発しました。 

 

 ISEKAI Link では、まず、外出先から ISEKAI Link サーバーを経由して Web カメラやロボットな

どに接続しますが、その後に接続を維持したままで P2P に自動的に切り替わります。これにより、家庭

や会社内に設置された Web カメラやロボットなどを低遅延で操作するアプリの開発を、ネットワークを

意識することなく、行うことができるようになります。また、ISEKAI Link での接続は QUIC によって

E2E（End-To-End）暗号化されて行われるので、セキュリティ面でも安心です。 

 

セーラ・ネットワークス株式会社 

設立：2020 年 8 月  代表者：小塚 真木子  

資本金: 107 円  

事業内容：情報コントロール権の社会実装に向けた研究開発 

     関係ソフトウェアの開発委託の受注 

ISEKAI 計算: https://github.com/seera-networks/ISEKAI-comp 

ISEKAI Link: https://github.com/seera-networks/ISEKAI-link  

 

https://github.com/seera-networks/ISEKAI-comp
https://github.com/seera-networks/ISEKAI-link

